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で摂取した者ではハザード比 0.95（95%CI: 0.82, 1.11）、「3回以上/週」で摂取した者で 0.82（0.70, 0.96）で




る。また、他の野菜の摂取量によって層別解析を行った結果も異ならなかったため（相互作用 P 値= 0.07）、
「キノコの摂取頻度が高い者では野菜摂取量も多いため、キノコの摂取頻度と認知症発生との負の関連は野菜
の摂取により説明された」という可能性も低いと考えられた。 
 本研究は、キノコの摂取と認知症発生リスクの関連を検討した世界初のコホート研究である。 
 
